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に
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み

V
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其
君
主
本
來
の
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質
を
明
か
に
し
、其

a

體
0_

由
て
來
る
所
を
窮
め
ん

i
 

す
、咬

*

必
.ず
し

名

無
用
の
事
に
あ
ら
次

.

る
べ
し

=

■唯
だ
余

.
輩
の
#

學
な
る
、®
し
て
自
：
ら
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を
窮
沁
得
女
ゐ
や
否
や
を
疑
务
の
み
。
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國
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經

濟

學

と
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會

主
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經
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學

と
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接

近
.

‘

• 

'

高

橘

誠

r

郧

.

.

社
會
は
洵
に
ヶ
ト
I

の
言
の
如
く
當
然
破
壊
せ
ら
る
可 

き
名
の
で
あ
る
。
古

S

社
會
が
崩
瓖
しV

、

其
敗
墟
の
上 

に
新
しS

社
會
は
建
設
せ
ら
れ
て
行
く
。
偉
大
な
る
#
の 

力
は
須
叟
息
む
と
な
く
ft

會
を
破
壊
し
、
社
會
を
建
設
し 

て
ゐ
る
？.
而
しy

 

I

腊
代
に
於
け
る
社
會
の
產
物
と
し
て 

生
ヒ
杧
諸
般
の
學
說
は
、
等
し
く
亦
社
會
の
推
移
變
遷
に. 

伴
れ
て
次
第
々
々
に
其
面
目
を
改
め
て
#

く
。
變
化
は
實 

に
あ
ら
ゆ
る
有
形
無
形
の
事
#

に
取
つ
て
.其
通
態
で
あ
る
' 

&
、
.然
ぢ
近
代
の
思
想
界
の
如
く
激
甚
な
る
變
動
を
受
け 

杧
名
の
は
なS

。
而
し
て
®

般
の
變
革
中
其
最
？
著
しS

 

$

の
、

一
i

し
て
擧
ぐ
可
き
は
、
經
濟
學
上
確
定
の
8

の

と
し
て
認
容
せ
ら
れ
.

*
學
說
の
基
礎
が
動
搖
を
.來
しV

其 

ー

〈

般
の
傾
向
が
甚
だ
し
く
欧
爻
つ
忙
乙
と
.
で
あ
る
0 

J

凡
そ
ニ
世
代
の
間
。

ス
ミ
ス
や
リ
ヵ
I

ド
に
指
導
せ
ら
れ 

*

經
濟
學
は
個
人
主
義
を
目
標
と
し
て
.
驀
地
に
進
ん
だ
。 

權
威
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
經
濟
的
生
活
を
律
せ
.ん
i

す
み
の 

塘
代
は
當
に
破
壞
せ
ら
る
可
き
秋
に
逢
著
し
把
。
產
業
に 

關〖

す
る
昝
識
胗
遙
に
脖
流
に
卓
越
し
、
能
く
産
業
制
度
の 

細
ー
目
に
里
つ
て
制
規
を
與
ふ
る
•に
足
る
偉
材
は
外
し
く
世 

1C

出
で
岁
し
て
、
權
威
を
要
す
る
名
の
は
凡
庸
#
鈍
な
國 

王
や
其
官
僚
で
あ
る
。
而
し
て
技
術
上
及
ぴ
經
濟
上
の
制 

規
は
旣
fc

塒
勢
遲
れ
と
爲
フ
允
。
國
民
は
今
や
漸
く
其
靑 

|

年
期
を
通
過
し
*

。
各
個
人
の
能
力
は
益
々
發
達
し
.て
、

I

*
次
あ
ら
ゆ
る
拘
束
ょ
6

解
除
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
要
求
す 

る
の
聲
は
高
ぐ
な
つ
^
。
斯
く
て
新
脖
代
の
氣
運
は
國
民 

を
刺
激
し
て
、
自
由
放
任
を
呼
號
し
、
.獨
裁
專
制
の
權
カ 

を
•
排
し
、
失
政
を
非
難
_

す
る
絕
叫
は
社
會
の
各
方
面 

~

に
聞
え
杧
。
此
脖
代
の
潮
流
に
梅
差
し
て
來
t

十
五
*li
t

紀 

潮
葉
の
經
濟
學
诸
は
自
由
放
任
の
利
劍
を
眞
甲
に
振
6

翳
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し
て
、
經
濟
生
活
上
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
古
來
の
拘
束
を
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强
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て

芩
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1
て
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彼
等
淤
主2
し
て
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に
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し
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啫

の

反

杭
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て
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會
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逾
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し
杞
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而
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前
で
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子
訧
■
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.观
察
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有
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且
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ル
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1
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敎
へ
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孙
杧.ー
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^
る
英
W

S
操
制
拟
社
會
公
供
の
安
寧
利
益
の
爲
め
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淺
猶
攻
雜
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生.禁
令
抱
#
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届
つ
お
於
爲
处
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魏
艾
誇|.私
有
.財

產

.*
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制
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す
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目
的
ぇ
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涤
不
斷
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崔
世
ら
^

^
の
で
.ぁ
;̂
0
彼

等
:0
#

»

單̂
に
ー
隹
の
歷
錄
と

^-
1て
見
る
て
と̂
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«
來
る
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的
關
靡
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6
*鄕
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^
雅
論
に
猶
ぎ»
る
令
め
で
、
決
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し
.て
經
濟
寧
上
に
於
财
洛
最
後
の
斷
案
そ
名
攻
时
れ
ぼ
、

.

.淇
間
に
漸
杧
咨
名
國
家
觀
於
發
生
し
ち
ョ
ン
ト
、
ダ 

#

々
生
藤
せ
ら
ゐ
、
が
如
く
，

一

個
め
科
學
1'c.
t

y
現

ゐ

可

1

^

ィ
ン
.、
■ス
ぺ
ン
、サ
_丨
等
の
为
忙
依
つ
て
社
會
を
以
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き
4

の
で
々
な
^
.め
で
％
る
0

.

:

1

め
洧
機
體
2
爲
す
の
思
想
拟
漸
次
に
.
一
般
人
士
の
心
意 

.
駿
々
#

と
し
て
須
叟
名
其
進
行
を
停
业
せ
含
石
產
業
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に
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久
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本
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治

上
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寧
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想
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命
0
趨
勢
は
偶
々
彼
等
經
濟
擧
親
.の
！̂

的
雅
論
.の
太
部
に
多
大
め
變
動
を
興<:_

て
居
つ
杧
。
究
绝
な
る
都
市
は
上 

分
を
し
て
、
殆
ど
其
未
だ
構
成
せ
ら
れ
^

る

に

先

立

つ

て
_
市
民
の
利
益
を
悉
く
代
表
し
*

洛
の
^

*
ち
ず
し
て
、

.

旣
に
業
に
陳
套
な
る

^

の

杧

ら

し

む

る

の

徵

果

を

齎

し

他

め

準

繩

.
に

律

せ

ち

れ

、
他

の

秤

量

に

計

量

せ

.ら

る

呀
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允
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し

て

生

產

要

素

の

使

用
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全

然

個

人

の

自

由

に

委
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'0
で

泳
^

と
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觀
念
於
漸
次
に
認
怂
ら
れ
て
來
允

0

當
 

.
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す

る

の
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於
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會

上

頗

る

有
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な

る

結

果

を

及

ぼ

す

の
j

韌

漱

ぁ

ち

ゆ

る

拘

束

か

ら

g

離

し

*

個

人

餉

自

由

競

爭
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事

實

は

次

第

に

明

暸

と

爲

6

徽

治

家

や

實

際
.

家

を

驅

つ

j 

|

1
日
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^

し

て

_

拜

せ

ち

れ

杧

進

化
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は

令

や

全

然

相

異
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て

經

«

學

者

の

誤

つ
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:

警

告
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顧

慮

す

る

こ

と
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一
^

敎

-1
|

^

興
^

る
名
の
と
な
つ

^

o

，ノ

ッ
グ
ス
レ

I

の
言 

至

ら

し

め̂

。

H

場

法

の

規

定

は

*1

千
八
百

.

〇

ニ

年

以

來
‘

に
、濺

つ
.

て

浯

人

敉

有

機

體

拟

適

者

在

存

：の

.理

法

を

證

明

す
 

(

本

誌

第

三

卷

第

五

、

六

虢

及

び
■

«

卷
第
一
號
所
載

「

英

；
用
き
免

0

と

む

农

な

ら

ば

、

有

害

な

る

自

由

競

爭

に

代

へ

て

有
_

に

適

用

せ

ら

れ
^

並

等

共

存

を

以<

す

る

養

亦

i

f

必

地

代

に

樹

す

る

法

測

の

凝

達

及

び

擄

張

、

趑

忙

漸
 

最

免

可

な

、る

％

の

で

不

る

乙

と

を

學

ん

だ

0 -

而

し
.
て
經
濟
次
マ
ル
サ
ス
主
義
が
變
更
せ
ら
れ
、
且
つ
其
重
要
の
度
を 

學

者

と

雛

ぢ

此

敎
_

に

感

化

せ

ら

れ

て

届

つ

戈

0 

f

ゅ

一

馘

岁
Z

に

至

つ
^

t

i

t

t

正

統

派

の

經

濟
M

子

者

と

經

濟

學 

る

善

代

！

4

於
い
七
個
入
の
上
に
阜
越
し
女
社
曾
有
機
體
の
的
社

#

主

義
i

の

間

に

横

は

つ

杧

科

學

上

の

相

違

を

し
<

 

級

本

思

想

は
^

^

0
>

3
_

に

變

潤

し

、
其

講

演

に

發

露

し

|

舉

に

細

目

に

瓦

つ
^

點

ぇ

文

字

の

末

と

に

止

ま

る

凇

至

ら
.

.

て
届
つ
f
c
'o

然
名
未
だ
彼
等
のJ

*

苦
心
を
凝
し
把
精
綴j

し
め
杧
。
澌
く
て
ァ
グ
エ
リ
ン
グ
の
如
き
毫
枣
社
脅
主
義 

な
石
餅
究
に
獻
此
猶
め
感
化
が
其
形
を
表
す
こ
と
は
艺
咬.
,

骱
傾
狗
を
有
せ
ぎ
名
有
易
な
る
經
濟
學
者
を
し
て
、
あ
ち 

で
大
苽
石
名
の
舣
な
か
つ
杧
の
で
あ
る
。

へ
 

ニ
渺
る
青
年
拟
今
や
«

多
の
大
學
敎
授
と
共.
に
、
悉
く
皆
社 

然
-̂
11
:

會
主
義
の
倾
向
«

經
濟
學
上
の
文
書
に
$

箸

し
|
#

主
棄
者
^

石
:0

痛
嘆
す
可
き
事
'»

を
江
湖
に
餅
へ
し
^
 

く
之
:?
:

認
处.
石
I,

が
出
來
る
欉
に
爲
っ
允
。
一
千
百
四
千
る

U

至
つ
^
。I

 

\

リ
ー
、

シ
デ
ゥ
ィ
ッ
グ
の
如
き
暴
名 

八

年

に

於

け

，る

%

ョ
ン
、
ス

尸
ユ
ァ
I

ト
、三
'
 

%

 

,
の
火

著

經
_

*

攻
0
0 
3

へ

气
*

濟
學
は
fr
f
c

龠
主
議
と
相
背

舰
す 

濟
原
難
の
出
版
拟
正
に
舊
經
濟
學
と
新
經
濟
«

と

の

境

界

石

名
.
めなの、

1

猶

に

«

^

れ

杧

る

見

解

を

是

芷

す
 

:l
r

®

#-
^

?

の
^

*

石
。
此
ミ
ル
の
大
著
-'
«

其
版
を
重
*

|

る
必
:0

猶
を
-̂

て
1

^

-5
:

を
公
^

し

、
'^
つ

て

刷

會

主

義
 

.

.

る
每
£

餘
々
社
會
主
義
的
の
調
子
そ
帶
び
て
|來
允
0

而t
:
l

者
め
意
見
漱
從
來
認
容
せ
ら
れ
戈
經
濟
學
土
の
原
則
か
ら 

て_
遂
雾
彼
の
死
後
忙
浊
版
せ.
ち
れ
女
淇
自
敍
鼻
は
«

然
^

|

岀
發
し
杧
平
易
尤
レ
<
_

白
な
る
推
論
に
過
ざ
次
石
1.
と 

名
社
龠
生
義
的
の
見
她
ょ
、

し
て
、
彼
於
單
鈍
な
る
政
^

を
承
-

し
て
ゐ
る
。
.

'

±

の

民

主

速

義

を

語
»

を

强

め
>

、明

:6
に

棄

却

1

粑

事
*

「

英

國

經

濟

界

に

於

け
.

る

這

般

の

傾

向

は

、

同

寧

に

於

け
 

*

泄

界

ぬ

示

も

祀

0

票

經

濟

學

め
®

步

は

颇

る

急
a

な

石

社

會

主

義

者

被

決

し

弋
.

^

1

ル
.

、

マ
.

ル

グ

ス

を

官
！
^

 

.'

5

7
恙

名

の
^

あ

つ

粑

0
勞

銀

. «

金

說

の

斷

乎

杧

る
#

; 1
<

.

'

リ

ヵ

る

^

の
に
あ
ち

^

る

の

事

實

に

由

.つ

て

一

層

其

勢

を

助

長



雜

.

錄

$

八

.
•

58
,
.せ
ら
れ
^

る
の
觀
於
あ
る
？
元
ょ
タ
經
濟
史
上
に
*

獻

し

s

o

•社
會
主
義
を
泰
卞
る
急
進
主
義
者
中
に
在
つ
て
最
,p

 

杧
彼
の
功
績
を
承
|
|
し
、
人
心
の
媚
動
家
と
し
て
、
其
偉
有
カ
な
經
濟
學
說
め
威
化
呔
尙
ほ
依
然
と
し
て
ジ
ョ
シ
、 

大
な
る
感
化
を
知
悉
し
て
届
る
於
、
之
と
同
槠
に
社
會
主
一
ス
チ
.！

i

ア
ー
ト
、
，
ミ
'
ル
0

そ
れ
で
あ
る
。

義
を
主
¥

:

る
英
國
經
濟
學
者
の
大
多
數
は
、
純
正
經
濟 

' 

正
統
學
派
の
經
濟
學
者
な
る
フ
ォ
ッ
グ
ス
ゥH

ル
は
曾 

學
に
.對
す
る
彼
、が
將
殊
の
貢
獻
を
排
斥
し
て
ゐ
る
o

英
國
.

て「

吾
人
は
ー
*

紀
間
舊
肪
の
拘
*

か
ら
^

除
せ
ら
る
、 

の
經
濟
學
界
に
於
て
.は
V

ル
グ
ス
の
價
値
學
說
«

何
人
名
と
共
に
、.
賤
劣
な
る1

派
の
學
者
に
由
つ
て
宛
然
^
る
宗 

之
を
信
舉
す
る
名
の
な
く
、
ス
タ
ン
レ
ー
、
ジ
；
グ
ォ
v

\

敎
的
神
聖
を
授
け
ら
れ
把
個
人
主
義
の
烈
し
い
燦
發
の
爲 

ス
の
限
界
利
用
説
^

次
第
々
々
に
#

ヵ
を
收： §

つ
、
あ
る

I
.

め
に
痛
く
煩
咬
^

れ
て
來
fc

の
で
あ
る
J

i

爾
づ
て
居
る
。 

の
で
あ
る
。
社
會
主
義
者
^

標
榜
す
る
ニ
大
組
織
卽
ち
社\

經
濟
學
者
は
充
分
に
此
產
業
上
に
於
け
る
無
政
府
的
狀
態 

.會
民
主
^

勞
#

f

及
.

t
3

フ
本
ビ
ァ
ン
協
會
.の
領
*

は
就
れj

が
永
く
持
續
す
可
ら
^

る
こ
_

i
を
認
.め
て
.
ゐ
るo

中
流
喂 

名
少
な
於
ら
岁
了
ル
グ
ス
の
感
化
を
蒙
つ
て
届
る
が
、
.
然
一
鈒
に
屬
す
る
普
通
の
市
民
は
你
ほ
自
*
競
爭
と
個
人
的
自 

名
社
會
黨
に
名
を
列
す
る
？
の
は
彼
等
の
社
會
主
義
的
信_

由
は
社
會
制
度
の
売
成
を
致
.r
‘-し
む
る
所
以
で
あ
る
ぇ
信 

仰
を
或
る
將
殊
の
經
濟
學
說
か
ら
得
^

p

の
で
は
な
く
、
 

b

て
届
る
'

S
、

■

然
名
經
濟
學
者
は
孰
れ
名
皆
這
®

の
脖
1
 

.

個
人
所
有
權
を
認
む
る
の
結
果
と
し
て
、
地
代
若
し
ぐ
は
は
其
眼
前
に
崩
壤
し
つ
、
あ
る
の
事
實
を
認
て
ゐ
るo

 

利
子
と
し
て
多
額
の
支
狒
を
爲
す
に
至
ろ
明
臼
な
る
實
際
.

之
を
要
す
る
に
社
會
主
義
者
の
所
^

市
民
的
國
戾
^
齊 

の
事
實
に
其
基
礎
を
有
し
て
屈
るo

英
|»

の
選
擧
人
や
爲
學

I/
)

發
生
地
本
據
地
と
見
る
可
き
英
國
1C

於
け
る
經
濟
學 

政
家
财
無
意
識
に
抱
懷
し
つ〜

あ
る
社
會
主
義
の
大
部
分
パ
者
の
論
調
は
最
早「

第
三
階
級
の
法
敎
師j

女
る
の
ロ
场 

は
單
に
實
驗
的
の
觀
察
に
基
s

tt
^

p
の
で
、
毫
^p

餘
剩
價

.

を
脱
し
允
。
彼
等
の
抱
持
す
る
經
濟
學
說
に
於
て
？
、
之 

値
の
觀
念
に
動
か
3

れ
て
發
生
し
來
づ
女
名
の
.

で
は
な
を
實
際
上
に
逾
用
し
允
經
濟
政
策
に
於
て
名
、
愼
重
細
心

な
る
社
會
主
義
者
の
主
張
と
何
等
實
«

上
の
相
違
を
認
む 

る
こ
と
、

S

出
來
な
い
欉
に
爲
ひ
杧
。 

.

S

斯
く
の
如
く
經
濟
學
者
の
間
に
著
大
な
る
變
化
を
生
^
 

る
と
共
に
、
二
十
世
紀
の
11

允
は
莉
學
的
社
會
主
義
卽
ち 

所
®

マ
ル
ダ
ス
主
義
の
极
ホ
的
破
壞
を
示
し
^

の
で
あ 

る
。
マ
，ル
ク
ス
主
義
の
科
學
的
基
礎
に
對
し
<
根
本
的
の 

改
正
を
必
要
な
6

と
見
做
す
一
團
の
社
會
主
義
者
は
漸
く 

其
勢
力
を
得
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
就
中
其
®
%
傑
出
し 

^

名
の
は
謂
ふ
咬
で
名
な
く
エ
ド
ッ
|

ド、
ベルンスタ 

ィ
ン
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
グ
ス
か
ら
其
遺
稿
を
出
版
す
る
の 

使
命
を
受
け
杧
、
斯
く
て
彼
«
マ
ル
グ
ス
の
智
識
上
の
遺 

產
相
續
人
と
爲
つ
杧
0

而
し
て
ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
tt

其
自 

ら
稱
ず
る
が
如
く
觅
にh

ン
ゲ
ル
ス
0-
#

ii

±
の
遺
産
を 

相
續
し
^

名
の
で
あ
る
。
.彼
は
其
名
著「

社
會
主
義
の
前 

提
及
ぴ
社
會
民
主-

黛
の
職
分」

に
於
て「

余
は
善
く
余
の 

著
書
&

幾
多
の
重
要
な
る
點
に
於
<
、
其
著
述
於
余
の
社 

會
主
義
的
思
想
に
偉
大
な
る
感
化
を
興
へ
tt

る

(

就
中
其

一
A

-f
c

る
 ̂

\

ゲ
ル
ス
は
®

に
其
死
に
至
る
ま
で
個
人
と 

し
て
の
友
情
を
®

ふ
し
^
る
の
み
な
ら
^
、
等
し
く
叉
.« 

遺
書
の
整
理
を
轮
し
て
余
に
信
賴
す
る
所
大
な
る
證
左
を 

示
し
^

る
マ
ル
グ
ス
及
び
..工
ン
ゲ
ル
ス
の
學
說
と
背
馳 

す
る
所
あ
る
を
知
悉
す」

と
稱
し
て
ゐ
る
。
ベ
ル
ン
、
ス
タ 

ィ
ン
の
著
に
對
し
て
批
判
を
下
し
允
ヵ
ゥ
ッ
キ
ー
名
亦
彼 

の
功
績
を
承
認
し
、
'其
主
唱
を
論
駿
す
る
に
先
ち
、
元
と 

彼
の
學
說
の
純
芷
に
し
て
、
其
社
會
主
義
の
弘
布
に
誠
實 

な
る
乙
と
を
證
し
て
®

る
。 

'

ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
其

マ
ル
グ
ス
主
義
に
對
す
る
枇
評 

の
大
部
分
は
眾
に
旣
に
他
の
者
'0

言
說
せ
る
所
を
繰
返
し 

*

る
に
過
ぎfo

る
乙
と
を
！

i

め
て
ゐ
る
が.
、
然
？
普
べ
之 

を
列
擧
す
る
は.
卽
ち
現
在
及..
び
過
去
に
1 :
6

,、
あ
ら
ゆ
る 

國
、
あ
ら
ゆ
る
學
派
の
社
會
主
義
者
を
悉
く
抱
括
す
る
こ 

と

、
な
6

、
餘
り
に
須
し
き
を
以
て
之
十
省
け
る
旨
を
述 

ベ
て
居
る
。
然
し
な
が
.ら
彼
は此
輝
の：

參
考
書
目
中U

.

は 

經
濟
學
者
の
著
書
を
％
亦
包
：含
し
て
居
る
と
云
ふ
重
要
な 

ゐ
事
實
を
述
べ
，

V

居
ら
ぬ
0

而
し
て
彼
の
反
對
者
杧
る
ヵ 

ゥ
ッ
キ
1

は
諸
般
の
場
<ロ
に
於V

ル.
ロ
ァ
、
ポ
リ
ユ
ー
の



0
「

财
甯
分
视
論」

を
引
用
し
、彼
狀
單
に
此
著
に
依
つ
ズ
名
を
羸
も
#

^

の
は
齋
し
何
-:
0

爲
め
.で
ぁ
ら
ぅ
。
ア
ル
ダ 

指
示
せ
^

れ
*

ゐ
道
を
迪
つ
^

に
過
ぎ
^

'̂

Z
と
を
性
意
ス
主
義
に
對
ず
る
批
評
は
經
濟
^

者
の
手
に
試
.み
ら
れ
て 

^

.
て
ゐ
石
。
功
.ゥ
ッ
キ
l

tt

云
ふ「

ル
；！

ア
、•ホ
リ
ユ
■丨
自(

居
つ
杧
間
は
殆
ど
何
等
の
注
意
を
％
惹
か
な
か
つ
^

0

然 

身
掀
明
か
に一

個
の
市
民
傅
樂
天
主
義
者
■で
ぁ
る
、
而
し
一
る
に
同
一
の
批
評
炉
最
名
有
ヵ
な
る
社
會
主
義
者
の
ロ
於 

:て
務
汍
於
今
や
攻
究
し
つ
、
ぁ
る
點
贮
關
し
て
は
實
に
べ|

ら
發
せ
ら
れ
^

塒
ヽ
社
會
の
注
意
は
1

W

U

喚
起
せ
ら
れ 

ル
ン
ス
タ
ィ
ン
の
先
騵
者
^

る
者
で
ぁ
る
°

此

樂

天

主

義
fc

如
爲
处
で
ぁ
る
.
0

郎
ち
べ
ル
ン
ス
タ
ィV

.

の
著
書
か
ら
. 

者
漱
あ
ち
ゆ
る
者
を
悉
く
樂
し
い
光
に
照
し
て
觀
察
し
、

生
ず
る
興
味
は
客
親
的
ょ
ろ
は
寧
ろ
主
觀
的
に
存
す
る
名 

愼
重
に
其
道
を
摸
索
^V

つ
V

大
攻
る
姓
意
を
以
て
進
み
つ|

の
で
あ
る
。
其
內
容
ょ
^
^
却
っ
て
著
者
其
人
の
人
物
芡

、
あ
る
に
過
ぎ
次
る
に
反
し
、

-

社
會
主
義
者
杧
る
べ
ル
ン. 

.
ス

タ

ィ

‘

\

•»
句

名

社

脅

主

義

の

理

論

に

反

對

す

る

の

言

說
 

を
赛
す
る
名
の
な
ら
ん
に
は
、
,*

其
那
邊
よ
6

來
6

fc

る
と 

を
调
は
梦
、
何
人
と
雖
？
喜
ん
で
之
を
歡
迎
す
る
の
'で
ぁ

忧
經
歷̂

存
す
る
名
の
で
あ
る
。
 

*

.

然
し
び
^
ら
吾
人
®

玆
に
マ
■
ル
ク
ス
主
義
に̂

す
る
ベ 

ル
ン
ス
タ
イ
ン
.の*

評
の
大
意
を#

へ
へ
彼
、が
到
達
し
女

る」

云
々
i

o
日g

に
由
つ
て
觀
石
と 
'ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
の
秕| 
.結

論

を

敍

す

る

乙

と

名

近

脖

に

於

け

る

經

濟

學

者

と

社

食 

評

は

決

し

て

創

說

と

請

ふ
^

と
の
出
來
な
い
名
の
で
、
寧

|

主
義
者
と
の
論
ff
i

の
接
近
を
知
る
上
に
於
て
、
强
ち
無
用 

る

ニ

十

餘

年

以

前

よ6

世
上
に
唱
道
せ
ら
れ
て
届
つ
^

所

一

の

こ

と

で

は

あ

石

ま

い

と

思
^

0

.

の
^o

の
と
見
る
乙
I

J
於
至
當
で
あ
る
0
然
ら
ば
縱
令
其
敍
ベ
ル
ン
ヌ
タ
ィ
ン
は
先
づ
マ
ル
ダ
ス
の
唱
道
し
允
社
會 

述
の
才
華
と
情
熱
と
は
明
か
に
認
め
ら
れ
る
こ
i

於
出
來\
主
義
の
根
本
的
基
礎
を
論
評
し
、
所
雨
科
學
的
社
會
主
義 

'る
と
し
て
名
、
其
理
論
に
於
て
從
前
の
著
者
に
比
.し

寧

ろ
の
根
底
i

爲
せ
る
原
理
原
則
に
：對
し
て
解
說
を
試
み
明
か 

論
■

す
名
*

の
少
:«

ぃ
此
著
書
が
撕
<

め
如
<

次
な
る
聲
に
之
を
排
斤
し
て
は
居
ら
ぬ
^

、
然
^P

幾
多
の
修
茈
意
見

を
含
め
て
•ゐ
る
。
卽
ち
此
原
琎
は
マ
.

ル
ダ
ス
の
物
質
盼
歷
，敎
的
傳
說
、
人
類
の
天
性
、が
其
精
神
的
鼸
向
と
共
に
一
部 

史
锊
學
と
稱
せ
ら
る
、
名
の
せ
、
1

般
に
彼
以
定
則
》
其
を
構
成
し
つ
V

あ
る
地
理
的
及
び
其
他
の
自
然
的
影
#

を 

の
全
系
統
を
此
に
發
し
、其
學
說
卽
ち
階
級
-戦
爭
の
敎
理
、
一
豸
ぽ
±
,

す
る」

ー
の
必
要
を
感
じ
つ
、
あ
る
こ
i

5r
.
言
明
し 

餘
剩
價
値
說
、
市
民
的
生
產
及
戊
其
進
化
の
傾
向
に
關
すy

ゐ
厶
.？ 

ノ 

'

る
原
則
は
何
れ
欹
皆
之
と
共
に
運
#

を
決
せ
ら
る
可
き
最|

.

で.
ル
グ
ス
は
其
物
質
的
歷
史
解
釋
‘
に
於
て
、
あ
ら
ゆ
る 

名
重
要
な
る
名
.
の
と
し
て
思
惟
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
名
の
で
人
類
の
發
達
は
悉
く
皆
生
產
及
び
交
易
に
基S
お
名
の
と 

泌る。

い

く 

: 

爲
し
、
.大
膽
に
歷
史
上
は
於
け
る
精
神
的
要
素
の
影
響
を 

%

ル
ン
又
ダ
イ
：

v

は
歷
史
哲
學
を
謊
く
に
當
6

、
其
大
輕
視
し
排
床
し
て
展
る
°

斯
く
<

基
督
敎
の
傳
來
弘
布
、

,
' 

に
誇
張
せ
ら
れ
忆
る
事
實
诞
に
人
亂
社
會
進
歩
の
上
に
作
，
宗
tt

改
革
、
-T

'
ホ
メ
ッ
ト
敎
及
び
思
想
界
の
他
の
方
撖
に 

用
せ
る
»

«

以
外
の
要
素
の
*

を
閑
«

す
&

こ
と
餘
6

に
於
け
石
文
藝
後
興
办
發
生
發
達
は
總y

悉
く
人
類
發
達
の 

甚
^

き
に
過
ぎ
杧
る
の
#

實
を
認
4

て
ゐ
る
0
.
而
し
て
彼\

±

lc

何
等
重
要
の
要
件
と
し
て
關
與
す
る
こ
i

s-
s

冬
の 

は
斯
く
他
の
要
秦
を
_

诹
し
セ
る
_

由
は
半
ば
政
略
上
よ
と
爲
る
の
.で
あ
.ふ
b

然
る
に
べ
ル
ン
ス
タ
イ\

は
日
く「

如 

6

來
ヶ
、
半s

は
其
敎
理
の
上
よ
6

生
b

^
る
名
の
と
看
何
な
る
歷
史
的
物
質
主
義
务
人
類
の
歷
史
を
構
成
す
る
名 

做
し
て
届
る
。
斯
くy

彼
は
マ
ル
グ
ス
及
び
エ
ン
グ
ル
ス
の
は
.
人
類
な
る
こ
.
と
、人
類
は
頭
腦
を
有
す
る
こ
と
、竝
に
. 

於
其
初
年
：の
著
書
よ
レ
は
後
苹
の
於
の
に
於 
<
 
此
等
諸
要
其
丽
；腦
の
傾
向
は
：啻
に
經
濟
的
事
情
の
み
に
由
6

<
動
さ 

«:
s

#
力
を
重
要
視
す
る
、乙
i

少
な
き
に
至
れ
る
の
事
實|

る
、
：が
.如
き
器
械
的
の
物
に
あ
ら
^

る
乙
i

等
の
事
實
よ
. 

を
揩
摘
し
で
展
る
。
而
し
<

自
己
.の
意
見
と
し
<

べ
ル
ン
、
ろ
離
れ
て
其
議
論
を
主
.張
す
る
名
の
に
あ
ら
申」

と
。
加 

ス
タ
イx

は

「

生
產
カ
#.

に
生
.産
條
件
の
進
步
に
加
へ
て
之
、
®

人
A

«

は
他
の
'*

植

物

と

異

な

.、

全

然

输

質

的

偷 

各
雕
代
に
於
け
る
法
律
及
^

偷
理
思
想
、
歷
史
的
及
^

宗

件

の

爲

め

に

支
01

せ
ら-
る
、
贫
0

^

«'
^
£

7

、
m

lc
A
a

紙
•

 

'
敬

-

.

成) 

ノ
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雜
•

綠
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-
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'

 

S

の
欲
璧
に
自
然
10

物
質
及
戍
錄
カ
を
歸
順
せ
し
0

る
を
以 

'

て
：目

的

と

し

y

ゐ
る
經
濟
生
活
に
就s

て
觀
て
.名
、
吾
人 

の
成
敗
は
悉
く
之
に
侬
賴
し
て
居
る
名
の
と
看
做
す
こ
と 

は
出
來
ぬ
C

文
明
の
進
步
發
達
と
共
に
菩
人
は
愈
々
益
 々

外
界
の
自
#

を

し

て

自

已

の

用

に

歸

順

せ

し

む

る

の

^

を 

咸
得
し
、
且
っ
或
る
程
度
爻
で
は
自
然
的
物
質
的
の
狀
態 

を
變
化
せ
し
め
て
自
己
に
有
利
な
ら
し
む
る
に
至
る
の
で 

あ
る
。
而
し
て
、ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
シ
は「

個
人
及
び
全
國
民 

は
其
生
活
を
し
て
彼
等
の
意
思
に
基
かf

o

る
か
若
し
く
は 

之
に
反
せ
る
必
至
の
勢
力
よ
6

遠
^

か
る
こ
i

愈
々
大
な 

る
に
至
ら
し
む
る
名
の
で
あ
る」

と
說
い
て
ゐ
る
o

彼
は 

明
か
に
菩
人
人
類
胗
經
濟
的
勢
カ
の
絕
對
的
支
配
か
ら
日 

I

日
と
脱
却
し
つ
、

あ
，
る

を
感
じ
て
届
る
^P

の
で
あ
る
.0 

(

五)

.

ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
次
い
で
力

1

ル
、
マ
ル
ク
ス
に

®

大
な
6

威
化
を
與
へ
t

純
主
觀
的
論
法
の
缺
階
锻
に
マ
ル 

グ
ス
主
義
と
ブ
‘ 

ロ
ン
キ
ー
主
義
i

の
.關
係
を
論
ヒ
て
ゐ
. 

る

.0
一
 

千
八
百i

1

十
年
か
らj

千
八
百
五
十
年
若
し
く
は 

1

千
八
百
六
十
年
に
至
る
間
に
著
し
く
其
勢
力
を
潘
加
し

■,

六1’

一

女
へ
ー
ゲ
ル
の
思
想
次
び
碑
究
法
は
近
滕
に
及
ん
で
其
曾 

て
保
嚼
し
て
届
つ
セ
威
信
を
垒
然
失
墜
し
女
。
而
し
て
へ 

\

丨
ゲ
ル
の
辨
證
方
法
を
探
用
す
る
に
由
6

て
、
其
思
想
に 

I
.

m

:
年
無
比
な
る
哲
學
的
基
礎
を
與
え
つ
、
あ
る
こ
と
を
確 

信
しv

屈
つ
女
彼>

 

ル
ク
ス
は
却
つ
て
不
安
固
に
し
て
永 

續
の
見
込
な
き
基
礎
の
下
に
其
學
說
を
建
設
し
つ
、
あ
つ

j
tc

の
で
あ
る
I

ベ
.ル
.ン.
ス
，タ
ィ
.
；

v

e

r

ル
グ
'

X

J>
形
而
上 

的
の
抽
象
論
に
昏
迷
せ
る
を
離
め
、
歷
史
解
釋
に
於
け
石 

「

獨
斷
的
意
見」

及
び「

自
己
暗
示」

€
危
險
を
云
爲
す 

る
0

み
な
ら
^

、「

最
^p

明
白
な
る
事
實
を
殆
ど
言
ず
.る
こ 

と
能
は
^

る
程
等
閑
視
せ
る」

こ
と
、「

事
件
の
眞
意
義
を 

誤
6

て
其
輕
重
を
装
斷
せ
る」

こ
と
、
诞
に
近
讪
的
生
活 

|

の
#

要
5̂

件
を
蔑
視
せ
る
と
等
の
事
實
5:

指
摘
し
て
マ
ル 

グ
X

を
.非

難

し

て

ゐ

る

o

 

他
の
見
地
よ
6

し
て
ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
マ
、
ル
グ
ス
セ 

義
似
終
に「

革
命
的
政
治
運
動
放
に
甘
輩
命
的
刹
奪
の
具 

一
體
的
形
態
に
無
限
の
創
設
力」

.
を
認
む
る
ズ
U

ン
キ
ー
主 

義
者
の
素
朴
單
純
な
思
想
か
ら
.全
然
脱
離
翅
出
す
る
所
以 

を
知
ら
な
か
つ
允
事
實
を
聲
明
し
て
ゐ
る
。

.
而
し
て
彼
は
同
槠
に「

エ
ン
.、ゲ
ル
ス
、が
其
晚
年
に
臨
み
，
 

「

階
級
爭
_

論」

の
序
文
中
に
於
て
、
マ
ル
グ
ス
免
彼
名 

等
し
く
政
治
的
及
び
社
會
的
進
化
の
蹄
期
を
推
定
す
る
に 

際
し
、
重
大
な
る
誤
謬
に
陷
作
る
こ
と
を
叫
確
に
認
め
杧 

6
J 

I

記
し
て
、
芷
統
社
會
主
義
者
其
他
彼
に
比
し
て
懷
. 

疑
的
分
子
の
少
なS

集
產
主
義
者
に
滿
足
を
與
へ
て
ね

(

六)

ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
延
に
進
ん
で
近

11
1

的
*
會
の
經
濟 

的
發
達
を
論b

、
マ
ル
ク
ス
の
原
則
ょ

6

名
寧
A

其
將
來 

に
對
t

る
预
言
を
痛
く
攻
擊
し
、
彼
が
初
期
の
著
作
を
公 

に
し
て
ょ
纟
丑
十
申
、
而
し

y

狨
の
敎
理
於
-其
名
著
資
本 

論
の
第，1

卷
に
論
述
せ
ら
れ
て
ょ
6
早
く
一一
 

平
年
の
歳
月 

を
經
過
し
^

る
於
、
其
間
に
在
ろ
.て
實
際
上
に
於
け
る
社 

會
進
化
の
趨
勢
は
彼
の
預
言
せ
る
所
と
全
然
相
異
れ
る
方 

向
を
取
れ
る
こ
と
を
_

明
して
ゐ
、る
。
マ

.
ル

グ

ス

於

苦

心 

慘
膽
孜
々
汲
々
と
し
て
築
き
上
げ
把
學
說
、

，

哲
に
無
學
偏 

執
な
民
衆
の
み
な
ら
ず
、思
想
界
を
鱗
塞
阻
礙
す
る
淺
嘛 

な

る

哲
學
者
流
の
頭
腦
を
支
：

g

し
.

y

來
允
學
說
を
极
本
よ

6

破
壞
し
去
る
名
の
は
此
點
に
關
す
る
べ
ルx

ス
タ
ィ
ン 

の
.批
判
で
あ
る
0 

•

マ
.ル
ク
ス
主
義
の
大
伽
藍
の
支
柱
杧
る
名
の
は
彼
の
ft 

■値
觀
念
及
び
其
價
値
の
法
則
で
あ
る
。
マ
ル
ダ
ス
が
自
ら 

繰
返
し
く
主
張
し
杧
如
く
、
價
値
の
觀
念
贫
ぴ
價
値
の 

法
則
な
く
ん
ば
、
あ
ら
ゆ
る
經
濟
的
規
象
の
科
學
的
昝
讀 

を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
べ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
先 

づ
此
マ
ル
ダ
ス
の
價
値
_

§8

の
意
義
に
«

を
進
め
女
。

0 

は

此

學

說

於

何

等

の

實

際

.的

基

礎

を

有

せ

^

、

且

P

叉
事 

實
に
徵
し
て
辯
明
の
餘
地
を
存
せ
次
る
と
を
縦
I

明
確 

に
斷
言
す
る
こ
と
於
な
か
つ
杧
と
し
て
.
7^
、
確
に
自
ら 

之
を
承
認
し
て
居
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
彼
日
く「

1F 

に一

貨
物
若
し
く
は
一
:權
類
の
貨
物
を
取
っ
て
考
察
し
^
 

場
合
に
は
、
マ
ル
グ
ス
の
所
謂
價
値
v:
l

悉
く具

！
！

的
の
意 

義
を
臾
つ
て
、
寧
に
純
然
女
る
抽
象
的
の
槪
念
に
過
ぎ
次 

♦る
贫
の
i

爲
る
の
そ
あ
る
。
然
し
な
於
ら
斯
く
の
如
き
條 

一
#

0

^

に
在
っ
，
て
、

餘

剩

價

値

«

如
何
な
る
# .

員

を

豸

す 

る
に
S

る
'の
で
t

^

o

，マ

ルダ
ス
め
敎
理
に
從
へ
ば
餘 

剩
償
链
は
炸
產
の
勞
働
價
値
：

〜

-當
該
生
產
に
使
用
せ
ら
^



允
焱
勞
働
カ
に
對
す
厶
支
拂
と
の
問
の
較
差
/;
>

ら
成
立
す
ぢ
る
の
能
力
な
き
と
等
し
く
、
勞
働
收
益
め
分
酣
に
對
し 

象

§

仑
.あ
る
。
果
しV

然
ら
.ば
勞
働
價
値
が
單
に
想
像
' 

其
芷
不
疋
を
判
定
す
可
き
準
則
女
る
の
能
ヵ
な
き
名
のP

'

 

上
の
公
式
叉
は
科
學
上
ゆ
假
設
f

の
外
何
等
の
意
義
を
.

一，あ
ム
<0

今
之
を
以
て
標
準
と
爲
す
脒
に
は
所
爾
勞
働
漭
喈
. 

^

有
ザ
.̂

る
^>

の
と
爲
つ
杧
其
睡
問
か
ら
、：
餘
剩
價
値
は：

級
の
貴
族
な
る
最
高
給
の
勞
働
者
は
之
に
由
ろ
て
餘
剩
憤 

.

JB
'

に

f

個
ゆ
假
：設
匕
，基
い
^

所
言
^

る
に
過
ぎ
^

.̂

名
の
値
の
酤
：分
頗
る
大
と
爲
る
を
見
る
可
く
、'
之
.

u

反
しy

最 

と
爆
る
の
^

あ
る」
と
。
這
般
の
言
は
で
：ル'
グ
.ス
の
價
値|

务
下
賤
な
る
勞
胁
に
虐
使
酷
®

.
せ
ら
る
、
勞
働
者
は
之U

 

及
戊
餘
剩
慠
値
の
學
®

を

正

式

に

排

斥

し

同
.I

の

結

由
6

て
餘
剩
憤
値
0,
酿
分
戍
最
低
の
名
の
と
爲
る
の
で
あ 

果
を
有
す
る
各
の
で
あ
ム
。

ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
シ
は
里
に
謂

I
.

，る」

'
云
な
と
。
'

ふ「

勞
働
價
値
の
學
説
は
勞
働
價
値
が
常U

資
本
主
の
爲|

a

し
な
沢
ら
此
點
に
BS

す
る
ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
の
評
論 

め
に
勞
働
者
の
利
用
せ
ら
れ
•絞
取
せ
ら
る
V

程
度
を
計
る
は
さ
ま
そ
大
な
ふ
注
意
^
惹
起
す
る
こ
と
於
な
が
つ
お
。 

尺
度
と
し
て
■認
め
ら
れ
、
.殊
に
就
中
餘
剩
價
値
の
配
分
は
殊
，に
彼
が
社
會
の：

注
意
と
補
促
し
得
杧
の
は
當
の
集
中
的 

同
肪
に
絞
取
の
酡
分
を
春
不
す
る
の
結
論
を
誘
起
す
る
を
.
傾
尚
竝
に
資
本
的
生
產
破
滅
の
避
く
可
ら
次
る
こ
し
を
预 

以
て
誤
謬
を
招
く
の
因
と
爲
る
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
杧
言
し
杧
マ
.ヶ
グ
ス
の
所
説
を
批
«

し
杞
る
點
で
あ
る
0 

所
に
據
ク
て
、
.縱
令
社
會
を
'̂

體
と
し
て
考
察
す
る
，.こ
.と
.ー
 

(

七
1

)

.

财
1

來
、
;|
1

つ
勞
銀
と
し
て
文
拂
は
る
>

總
額
舣
社
會
的\
 

. 

V
ル
グ
ス
は
此
點
に
關
し
<

各
亦
他
と
等
^

ぐ
自
ら
其 

收
入
の
鐘
餘
と
對
照
せ
ら
る
、
こ
と
が
出
來
る
と
じ
て
名
.
|
_學

説

を

創

喝

し

允

：者

：で

«
.
な
5

。
彼
は
前
人
の
所
說
ぉ
採 

這
般
の
尺
度
は
疋
し
い
名
の
で
な
い
と
請
ふ
こ
と
が
旣
に
一
つv
之
に
細
心
精
緻
な
る
碑
究
を
加
へ
、
而
し
て
後
あ
ら 

明
&

令
あ
る
0

マ
ル
グ
ス
の
價
値
學
説
は
恰
名
原
子
說
妒
ゆ
.る
可
能
な
る
形
狀
に
於
て
且
つ
最
名
印
象
を
與
へ
得
可 

彫
刻
物
の
長
所
芡
呔
短
所
を
判
定
す
る
に
際
し
之
於
標
準
き
方
法
を
以
て
之
を
江
湖
に
發

表
し
ft
o 

.初
；

9

て
十
九
世

65

紀
の
初
期
に
當6

新
產
業
制
度
の
下.
に
在
6

て
所
謂
富
の 

集
中
的
傾
向
放
に
之
に
隨
伴
せ
る
賃
銀
獲
得
を
目
的
と
せ 

る
勞
働
者
階
級
の
窮
乏
增
加
の
理
を
構
成
し
杧
名
の
は
社

j  

會
主
義
的
の
傾
向
を
有
せ
る
經
濟
學
者
シ
ス
モ
ン
デ
で
あ 

る
。
彼
日
く
、「

©

て
斯
く
の
如
く
し
て
富
は
少
數
所
有
者
. 

の
手
に
集
中
す
る
、S

故
に
、
國
两
の
市
場
は
漸
次
狹
縮
せ 

ら
れ.
、
而
し
て
商
業
は
次
.第
に
其
販
路
を
國
外
市
場
に
求 

む
る
の
已o

な
き
こ
と
と
な
つ
て
、
此
に
萆
命
的
の
變
動 

は
生
匕
來
る
の
で̂.

る」

と
。
此
一
文
章
ホ
に
產
業
上
の 

恐
慌
第
三
階
級
を
吸
收
し
破
壞
す
可
き
運
命
を
有
す
る
金 

權
政
治
に
關
す
る
マ
ル
ダ
ス
の
全
學
說
は
其

M

芽
を
發
す 

る
の
で
あ
る
。

マ
ル
グ
ス
爽
確
か
に
此
章
句
を
知
悉
し

V

 

届
つ
把
、
而
し
て
彼
の
友
人
に
し
て
其
智
識
上
の
遺
鉢
を 

.

傅
へ
ら
れ
把H

ン
ゲ

ル

ス
舣
彼2

死
後
に
出
版
し
^
資
本 

論
第
ニ
卷
の
序
文
に
之
を
引
用
し
杧
の
は
頗
る
奇
と
爲
す 

可
き
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
ば
富
の
集
中
的«

向
を
预
定
し
、
中
産
階
級\ 

は
大
資
本
家
の
爲
め
に
唆
攸
せ
ら
れ
、
大
資
本
は
財
界
の 

小
數
貴
族
の
爲
め
に
唆
收
せ
ら
る
、
に
至
る
己
と
を
主
張

.

雜

錄

し
、
斯
く
て
資
本
制
度
は
自
B

め
重
量
に
堪
え
梦
し
て
粉 

碎
せ
ら
る
可
き
名
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
て
ゐ 

る
。
然
る
に
ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
！
般
に
破
綻
說
と
し
て 

知o

る
、
此
學
說
は
事
實
に
徵
し
て
全
然
其
ft

妄
な
る
こ 

と
を
證
明
せ
ら
れ
杧
る
L

と
及
び
社
會
民
主
的
信
仰
の
誤 

謬
を
[1

露
し
、
.富
の
集
中
は
工
業
的
企
業
の
集
中
と
步
調 

を
等
し
く
し
て
行
は
る
V
 

?

の
に
あ
ら
^
る
こ
と
を
購
明 

す
る
に
努
め
^
。
產
業
の
集
中
と
資
產
の
集
中
と
は
事
實 

上
全
く
別
箇
の
？
の
で
あ
'
る
。
兩
者
を
同 

一
la

す
る
と
は 

甚
しs

思
想
の
浪
亂
と
爾
は
次
る
を
得
なS

。

而
し
て
株 

式
組
織
の
會
社
企
業
發
達
の
影
響
は
資
產
集
中
の
員
自
と 

著
し
く
相
背
馳
せ
る
の
事
實
を
示
し
、
社
會
主
義
者
於
全 

く
之
を
知
悉
せ
ぎ
る
を
遺
慽
と
做
し
て
届
る
。
彼
は
次s

 

で

數

字

と

擧

げ

て

產

業

集

中

の

«

!»
!
と

全

然

獨

立

沒

交

渉 

な
る
を
論
匕
て
ゐ
る
。
彼
は
叉
英
國
に
於
て
最
名
'集
中
的 

大
規
糢
の
經
營
行
は
る
、
補
花
及
ぴ
羊
毛
業
に
投
入
せ
ら 

れ
女
る
#

式
資
ホ
は
非
常
に
多
數
な
る
#
主
の
間
に
分
配 

せ
ら
れ
、
而
し
て
各
人
の
持
株
は
比
較
的
少
數
な
る
の
事 

實
を
指
摘
し
て
ゐ

る

。

彼
は
所
得
税

に

關
す
る
調
査
報
舎

,

六
五
.，



を
5;

用
し
て
日
く「

一

千
八
百
五
十
四
铝
普
魯
西
に
は
、

ラ
サ
ー
ル
を
罾
く
ぢ
の
、
1

知
す
る
、が
如
く
、

一
 

千
五
百 

圓
以
上
の
所
得
を
有
す
る
名
の
は
、

一、

千
六
百
三
十
三
莴 

三
千
の
人
口
中
僙
に
四
萬
四
千
四
百
〇
七
人
に
過
ぎ
な
//
>

つ
^

が
、

一
千
八
百
九
十
四
年
か
ら
同
九
十
五
年
に
至
るI 

$

の

間

に

は
一

千

五

ー

白

圓

以

上

の

所

得

を

有

す

る

名

の 

は
三
千
三
百
萬
の
全
人
ロ
中
三
十
ニ
萬
ー
千
二
百
九
十
六 

人
と
爲
6

、
更
に
一
千
八
百
九
十
七
年
ょ
6

同
九
十
八
年 

に
至
る
年
度
に
は
三
十
四
萬
七
千
三
百
一
一
十
八
人
に
®
加 

し
て
ゐ
る
0
.
卽
ち
A

P

の
陪
加
す
る
間
に
？
滿
足
な
石
生 

活
を
營
み
つ
、
ぁ
る
者
の
數
は
七
倍
に
増
加
し
て
ゐ
る
。 

而
し
て
一
チ
八
百
六
十
六
年
に
併
合
せ
ら
れ
把
地
方
に
於 

て
は
舊
普
#
西
の
本
土
に
比
し
て
相
當
以
上
の
所
得
を
有 

す
る
者
の
數
多
き
こ
と
を
認
め
、
且
つ
叉
生
活
資
料
の
價 

格
は
此
期
問
に
著
し
く
騰
貴
し
杧
る
の
事
實
を
參
酌
す
る
• 

i

做
ほ
全
人
ロ
に
對
す
る
相
當
以
上
の
生
活
を
爲
し
つ 

、
ぁ
る
者
の
此
率
は
一
に
對
す
る
ニ
の
割
合
を
以
て
增
加
一 

し
杧
る
乙
と
が
明
於
で
ぁ
る
。

觅
に
展
期
間
に
就
い
て
觀 

察
す
る
と
一
千
八
西
七
十
六
年
7)
>
ら一

千

八

百

九

十

年

に 至
る
十
四
年
問
に
鈉
栊
者
總
數
は
ニ
割
五
)1
:

六
€
の
增
加 

を
爲
せ
る
に
一
千
圓
乃
至
1

萬
圆
の
所
得
©
も
安
樂
な
る 

生
涯
を
送
6

つ
、
ぁ
る
市
民
及
び
小
市
民
階
級
は
三
劄j 

分
五
厘
ニ
^

の
劄
命
を
以
て
®

加
.しV

、

ゐ
る
。
所
謂
資
產 

家
階
級
卽
ち
ー
一
一
千
圆
以
上
の
所
得
を
有
す
る
者
の
：數

は

同 

期
間
內
に
五
割
八
分
四
厘
七
宅
の
增
加
を
爲
し
杧
。
此
®
 

加
の
六
分
の
五
は
三
千
圓
か
ら
一
萬
圓
に
至
る
相
當
の
所 

得
.を
有
す
る
^P

の

、
增

加

に

基

く
^
5

の̂
で
ぁ
る
。
這
般
の 

比
率
は
獨
逸
聯
邦
中
最
名
：丄
業
の
發
達
せ
る
索
通
に
於
て 

?

亦

同一

で
ぁ
る
。
同
國
で
tt

八
百
圓
乃
至
一
千
六
百
圓 

の
所
得
を
有
す
る
者
の
數
は
一
千
八
百
七
十
九
年
に
六
萬 

ニ
千
百
四
十
人
な
6

し
S

の
於
、

ー
千
八
百
九
十
年
に
は 

九
萬
一
千
百
ニ
十
四
人
に
增
加
し
、

一

千

六
百
圆
於
ら
四 

千
八
百
圓
に
至
る
所
得
を
有
す
る
者
の
數
は
同
一
期
間
に 

ニ
萬
四
千
四
百
十
四
人
か
ら
三
萬
八
千
八
百
四
十
一
人
に 

達
し
て
ゐ
る」

云
々
と
。

酱
魯
西
及
び
索
遜
雨
國
の
所
#.
税
統
計
か
ら
引
用
し
杧 

是
等
の
數
字
は
中
流
階
級
漸
次
戈
梢
減
し
て
貧
面
窮
迫
の 

壻
加
を
見
る
に
至
る
は
正
に
資
本
制
度
の
避
く
可
ら
次
る

結
果
な
6

と
做
す
マ
ル
ダ
ス
の
學
說
、が
毫
名
確
實
な
る
^P

. 

の
に
あ
ら
^

^.

の
説
左
と
し
て
見
る
可
き
^P

の
で
^

る
。
..

斯
く
て
べルンス

タ

ィ
ン
&
之
を
槪
s'
し
て
日
く
、

「

a
 

代
に
於
け
る
經
濟
上
の
發
達
は
單
に
相
對
的
の
'み
な
ら
す 

絕
對
的
に
名
亦
資
產
所
洧
漭
の
數
を
減
削
す
る
の
傾
向
あ 

6

と
の
主
張
は
徹
頭
徹
尾
誤
謬
で
あ
る
。
彼
等
の
數
.は
絕 

對
的
に
S

相
對
的
に
名
共
に
爾
加
の
勢
を
示
し
て
ゐ
る
。 

若
し
社
會
民
主
政
治
の
M

a

及

び

將

^

の

希

璲

が

資

產

所 

有
者
數
の
減
退
に
基
礎
を
有
し
て
届
る
と
し
把
な
ら
ば
、
 

そ
は
疋
に
あ
ら
ゆ
る
希
螌
を
抛
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
乙 

と
と
爲
る
の
•で
あ
る」

と
。
彼

は「

絕
え
卞
其
數
を
減
-
b 

つ
へ
あ
る
少
數
の
大
資
本
家
に
由
4

て
あ
ら
ゆ
る
*
餘
很 

値
を
吸
收
せ
ら
■る
、
に
至
る」

i

の
思
想
を
以
て
妄
信
®
 

見
な
6

と
做
し
て
ゐ
る
。(

次
號
究
結-)

へ

ル

マ

ン

ハ

イ

ン

リ

ヒ

ゴ

ツ

生

誕一

西
年
記
念
の
爲
め
1C

小泉信三

主
觀
的
價
値
學
說
最
初
の
代
表
者
の
一
人
と
し
て
、
叉 

限
界
利
用
說
の
鼻
祖
と
し
て
今
日
の
.經
濟
學
者
は
へ
ル
Y 

j 

\
、

ハ
ィ
ン
リ
ヒ
、
ゴ
ッ
セ
ン
の
名
を
知
る
。
而
於
名
彼 

\

の
生
涯
及
汶
其
爲
人
に
就
<

は

1

般
に
多
く
敎
へ
ら
る
、

i t

經 
i

I J
! i
l !_

f t 

S

一
 

現
を
割
く
事
を
借4

f
o

る
に
關
ら
支
、
ゴツセン 

I

の
名
は
遂
に11

却
せ
ら
る
。(「

コ
ン
ラ
ッ
ド」

盤
ハ
®

® 

i

第
三
版
は
短
き
小
傳
を
揭
ぐ

)

.卽
ち
彼
は
芷
に
理
論
經
濟 

|

«
者
の
列
中
に
數.

へ
ら
.
る

可

く
し
て
^
^
其
事
な
^
6

し 

|

な
6

。
今
や
彼
れ
死
し
て
五
十
年
、其
書
出
で
、
六
十
年
、
 

マ
而
し
て
彼
抓
生
誕
の
塒
ょ6

茈

に
1

百
年
を
經
祀6

、
妓 

に
彼
の
生
涯
と
其
著
述
に
就
て
少
し
く
誌̂
ん
と
す
る
は 

金
く
其
機
會.U

非
*
と

云

ふ

.可

ら

f
o

る
な
，

0
。


